
NEP2025 レアメタルの代替を目的とした多元素ナノ合金に関するビジネスモデルの構築について

谷 慎一・レアメタルには産地の偏在による価格や供給の不安定さという課題がある。
・この課題を解決するために金属元素を対象として元素間融合という技術の事業化を目指す。
（混ぜる元素、種類数、割合）

→本技術の事業化により、レアメタルやレアアース等、地政学的影響を受けやすい元素を避け
つつ、既存技術の代替、性能向上、革新的事業の創出につなげていく。

・用途を選択（ほぼ無数の組み合わせがあり、用途が存在、ゆえにビジネスモデルも多様）
・最初に解決すべきニーズの決定（ファストカスタマー獲得に向けた市場調査）

今後は「どの用途」、「どのような形」で「誰と組み」収入を得ていくか、ビジネスモデルを検討し事業化をめざす。

出典：元素間融合を基軸とする物質開発と応用展開 | ACCEL

https://www.jst.go.jp/kisoken/accel/research_project/completed/h27_01.html

